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啓蒙の再生と普遍道徳の役割について 
On the Role of the Universal Moral  







する恐怖に立ち竦んでいる啓蒙そのもののうちに求められねばならない１）．                             
『啓蒙の弁証法』  




(01) 自我年齢と知能年齢の断絶 (07) 想念世界と外界との癒着 
(02) 自己の権力性 (08) 疎外恐怖 
(03) 文化産業の囚人 (09) 自己像を脅かす事態との「不必要な」闘い 
(04) 自己像の再構築と弔いの儀式 (10) 独特な順応適性 
(05) 職業の模索 (11) 目的のない人生 
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1) (1)，序文 pⅹⅲ． 
2) (1)． 










6)丸山 博道，存在性の諸問題，名古屋経営短期大学 紀要 42，2001，pp 91-102． 
7)A. H. Maslowは，その論文選集 (2) の第三部「価値」，第八章「事実と価値の統一」の中で，Weitheimer，
Köhler，Goldstein，Heider，Lewin，Aschなどの多くの Gestalt心理学者が，事実は力動的なもの
で静的なものでないこと，それらは scalarではなく vectorであること（Köhler，W. (1938) The Place 
of Values in a World of Facts．New York：Liveright）を立証していると述べている． 
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